
 

 

 



 

 



 

 

 

 



 

 

 



 



(別紙）

単位：ｔ

がれき類 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 木くず 紙くず 金属くず ｶﾞｺﾝ陶 汚泥
建設混合
廃棄物 合計

①現状(５年度実績) 2,852 49 35 1 67 3 50 3 3,060

②計画(６年度目標) 2,709 47 33 1 64 3 48 3 2,908

①現状(５年度実績) 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②計画(６年度目標) 0 0 0 0 0 0 0 0 0

①現状(５年度実績) 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

②計画(６年度目標) 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

①現状(５年度実績) 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②計画(６年度目標) 0 0 0 0 0 0 0 0 0

①現状(５年度実績) 2,852 49 35 1 67 3 50 3 3,060

内訳 優良認定処理業者へ処理を委託した量 216 17 23 0 0 0 0 0 256

再生処理業者へ処理を委託した量 2,852 49 35 1 67 3 50 3 3,060

認定熱回収業者へ処理を委託した量 0 0 0 0 0 0 0 0 0

認定以外の熱回収業者へ処理を委託した量 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②計画(６年度目標) 2,709 47 33 1 64 3 48 3 2,908

内訳 優良認定処理業者へ処理を委託する量 300 25 25 0 0 0 0 0 350

再生利用業者へ委託を委託する量 2,709 47 33 1 64 3 48 3 2,908

認定熱回収業者へ処理を委託する量 0 0 0 0 0 0 0 0 0

認定以外の熱回収業者へ処理を委託する量 0 0 0 0 0 0 0 0 0

自ら熱回収を行う量

産業廃棄物処理計画書　集計表

産業廃棄物の種類

廃棄物の排出の抑制に関する事項

排出量

排出量

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

自ら再生利用を行った量

自ら再生利用を行う量

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

自ら熱回収を行った量

自ら中間処理により減量した量

全処理委託量

自ら中間処理により減量する量

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投棄処分に関する事項

自ら埋立処分を行った量

自ら埋立処分を行う量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

全処理委託量


